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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜業務改善・変更＞

①外来の各種検査に関して
・身体的検査、心理検査について診察前の実施済みの確認が曖昧な状態。
→現時点では、「心理検査」「通所」「採血」「CT」「心電図」のブックマーカー（しおり）を使用中。各種検査が終了したら、実施者がそのブックマーカーを外し、“検査終了”の合図とし周知する。（各種検査の実施印をカルテに押す）。まだ、ブックマーカーが外れていない場合は医事か外来が各機関に連絡を行い確認とする。
②センター新患の療養計画書の受け渡し

　療養計画書の受け渡しが当日の場合や後日郵送の場合など、多様な状態となっている。

案）1週間以内に自宅に郵送する。その説明をし、切手代も医事から請求しても良いかを神TOLへ確認し対応の統一化を図ることとする。
③他医療機関への紹介状の等の送付について

現在は、自宅に郵送する場合、医療機関へ直接郵送する場合と2パターンがある。

案）送付について統一を図るために神TOLへ確認し対応の統一化を図ることとする。
④節電について
　外来終了後、基本的にすべての電気を消すこととしているが、エレベータ前等の面会者の出入りがある箇所は電気は15：30まで点灯し対応する。特に消し忘れが多い箇所として、旧デイケア室内の待合室は診察終了後電気（暖房も含む）消し忘れのないよう周知し実施していく。

⑤車椅子のチェック

　外来終了時に車椅子が台数が不足していることがあるため、勤務終了前に4台すべてあるかを医事と外来で確認し管理していく。

⑥外来の心理検査について

　Y-G、CMIがセットで同日オーダーがある場合1つの検査のみの診療点数しか取れず、用紙代を考えるとあまり利益がない。

→医師へ確認し同日実施を避けるか、必要時以外は別で実施可能か指示受け時確認していく。
＜外来受診者ケース検討＞

①小林　司様

　現在、通所デイケアを1回/週の利用としているが、現在入所中の施設管理者より、通所利用を1回/月でよいのではといわれているとのこと。主治医は施設側と相談するよう伝えており、現在、保護観察中の身であり、現在の処遇に不満がある場合は保護観察官に連絡し相談するよう本人に伝えていく。

②鈴木　真知子様

　治験の説明があり、本人は「いいですよ」と話している。入院期間は2ヵ月程度となり、その間、入居費の支払継続が可能であれば、青風荘に席を置いておくことが可能であることを施設スタッフより主治医へ伝えている。今後、保護者に治験コーディネータが説明する予定としており、入院も含め保護者確認のうえ決定していく方針としている。
＜栄養指導＞

・認知症の方に対して栄養指導のオーダーがあった場合は、栄養チームの対応として、家族も含めて実施するのか、対象者を検討し進めていく方針としていく。
